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語幹末、 ．V 一gu 一 dz’1ドdza 一yaドwa




好 ¢ ② 瓦e
W ¢ u 藁 u
y i　　の
i
t
t
8．まとめ
　土族語の一下位方言の資料であるGeser　Redzia－wuの需語には，鼻母音／購愚音，長嫌密／短母膏，
働音や子音の音鑛の違い，母音の有無による欝由交替のペアが非常に豊窟に存在する。これらのペ
アをできるだけ多く集めて分類した。内容の性質上，結論を短い書葉で言い表すことは臨難である
が，注猛すべき特徴として長域音のaaは第一音節にはほとんど現れないという偏りがあることが
わかった。
註
（1＞uの多くにはbreveの記号が付いているが，世いていないuとの鷺韻上の匿斑は認められない。活字になっているVh蛋1，
　VM簸にはbreveは付いていない。
　長緑音を表すmacrenとウムラウト，　breveの曾いていないuとa，　aとo．　d〆とdZとが時に判溺しにくいことがある。
　　騰有名詞の語頭に大文字が使われていることがあるが，小文字で始まっているものと区溺はないものと思われる。閻有熱認
　以外で大文字が使われているのは舳al208「（笑い声）」を除くと，　Mose－dza　l「藩る〈仮建）」，　Bu　313「私」，　Ama　1450「1：1　」，
　Adie　i461「おじいさん」等，すべて文頭で購いられている。
（2）もっとも問題になるのは語魏である。例えば，疑adzRG・ne　66「木炭」という語は現在灘用できるどんな辞轡にも載っていな
　いQ
（3）ゲセル（あるいはケサル）叙纂詩はリン騰（土族ll習でtk　GEIong）を舞煮とするゲセル王の物譲である．この太族議樽テキ
　ストは文欝のguAnbo　sdzlaが郭奔毒li湯の湧仏から芙堂奪で聴き多琶えたものである。
（4＞VM　Iには諜植と思われる程度のバリm一ションしか見あたらない。｛列えば，沿．82　yanda　76～ya取｛e　88「なぜ」，　p．82　rE
　gtrui　59～rEgui80「来る」，　p．90　dere－ni　58～縫践re・撮62「一｝二」，　p．104　SdaGu　98～sdaGu　99「柴」，　p．108　mansrgudze］87～mang．
　gud於189「妖怪」（この鍛後のは明らかに誤植である。）
　　VM　IIでもdooluen　89　－doluon　90，68S「－L’　」，　foodEユ45～fociE　l31「差｝も，　toiGuen・dE　120－tolGuen・ciEま38～togueii－dE．
　130「頭に」・s・　．9’ee・Cizafia・bfi　12C＞　一一　Sgee・dzam・ba　129　r’」〈きくなった」，　S罐694～S緬740　r大麦」，　tel．a　719～tel－fi　7Lte「三璽んで」，
　慕ad漁r　212～Gadz；er　34§～gad誘er鷺292～G＆dz搬鷺荏34　Y地2，　sEftioG，（ler　420，427～sEmoG，《1糾員蔚，．g32ジ窯瓶tS，11翻零．
　Guol　829，833～n？ongGuoli　832「モングーs　iV　」，　cllel　519～dl臼H難6～（ile！E　518「服」，　mos・dziR　52i），鷲7～mき＄・ciEin　3L）重，333
46
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　「蒋ている」，Gluyi　558～gluyi　561「肖琶」のような長母音／短fWS一の交替形，苧帝や母齋の音繊の違いによる交替形，愚帝の
　有無の違いによる交瞥形が存在するが，搬，質共にGRには及ばない。
　　補助記号の書き忘れ，書きすぎの頂∫能煙があることにも十分油意を払わなければならない。Guarana　195と書いてaを消し
　たり，duo　752，816と轡いてuを溝したりndo麟6，470，474，476，493と書いてnを消したりした跡が残っている。これが
　聞き違いによるものなのか、二人の話者の微妙な発奮の違いによるものなのかわからない。麟茎硬9．：1蕊膏を表す補助記号が欠
　如していて辮音を表しているように見えるものの一部にはVM里，　VM舞と阿じような簡略化を適屠したものと思われるもの
　がある。
㈲烹族語のテキストには次のような番号ミスがある。
ページ
70
96
103
107
107
120
番号
340－439
1251
i456
1608
1609
2234
欠如
重複　（メロディーのため）
重複　（改ページのため）
：重複
重複
欠娘
ドイッ語の番号を土族語のテキスト番号に金わせるためには，次のように番号を改めなければならない。
A
ページ
338
391
392
396
399
407
番号
　　誤
　192
　340
　442
　560
　576
（144＞3
（145）7
（145）8
（i4＞60
（146＞1
（玉46＞2
（！46）3
（146＞4
（146＞5
（三46）6
（146＞7
（146＞8
（146）9
α4＞70
（147＞1
（147＞2
　　lE
　183
　440
　443
　580
　676
（144）7
（145）6
（145）7
（三45＞8
（145＞9
（14）60
（146）1
（146＞2
G46）3
（146）4
（146＞5
（146＞6
q46）7
（146）8
（146＞9
（14）70
ページ
410
411
番号
　　誤
　欠鑛
（157＞9
（15＞80
（i58＞1
（158）2
（160＞2
（玉60）3
（ユ60＞畷
（160）5
（160）6
（i60）7
（160＞8
（160）9
（16）10
（i61）i
（ユ61）2
（161＞3
1161＞4
〈i61）5
（161）6
（161＞7
｛161＞8
（161）9
（i6120
　　三1三
瀦
膿
（1需
、、19？1
：器1
、1欝
：舗コ
：舗轡
1
雛
雛
麟
412 （164）1
（164＞2
1639
1640
C　438 1793
1794
三794
1795
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ce
411
429
431
（163＞9
（16）40
　1156
　1196
　1309
1641
1642
ほ55
1198
1305
麟0
442
446
頑51
　三924
　20王4
　2204
（2）2董7
　2405
1925
2015
2205
2220
2452
（61　明かな誤訳をニカ衡捲摘する。
　　1908　bieni　ts’ias’iaguo　ma（li　mbur践waguは「体は岩（Felsen）のように変わった」ではなくて「体は茶壷のように変わったll
　と訳すべきである。
　　196・1　ffuLlzEda　dz’iGadzE　Gueluo　dz’igladz’iguaは水と摩（U‘er）がうまくいかないjではなくヂ水と魚がうまくいかないj
　と訳すべきである。
（712452鴛以剛ドの2594行にm6rdiのOのようなそれまでなかった母密が現れるが，母音表には揚げていない。
18）例えばVM　I，VM嚢にはe，　ueは現れるが，　ieは一一度しか現れない。
（9）出現頻度がきわめて少ない猷皆を持つ語は次のような語である。（〉の中は交替形である。yuAn　ts’itandF．Er1E　73
　（yAnts’Uan・de　33＞「iSiJりに」，　dies’－dz’i－ano　67　「広1デる」，　Sde・re　47　（SdiE－re　977）「］頁上」，6dz’iユ52　（udz’i－Bi　4＞「飲む」，
　darAla－dz’ia　572（darla・dz辱1575＞「増やす」，　Sdiedz胃61・a　244（Sdlemdz’Bl－a　274）ヂ徴候」，　mad6569（madF．　53G　ma（ie　578　macli　9ア4）
　「のように1，se五1－a　2100（seen　516　sen・a　189）「良い」，　yandztine　586「あらゆるもの」，　yiEe　125（yUee　95Q　yilE・nl　935｝「全部」，
　kuni　1325（ku　l342　koo　495＞ド懲子」，　yii　1284（i　226）「である」，　xaan　584（xan　l137＞「墨帝」，　ioloo　1757　if？」．
⑯　鐸二1現頻度がきわめて少ない子欝を持つ語は次のような語である。（〉の中は交替形である眞u舷編a磁◎「捨う」，〔1麟iレ
　d2Ew－ning－ge　2162（dliAndZew　2153）v（人名〉」，　dgAnggang－re　2058「たてがみj，　a侭ewlA・nbaユ圭3e（n（圭z－ewla・dza　l　135）「う
　まくいく」。
㈲　数掌は瑳れる行数を表すが，初出の行とはかぎらない。数字が二つ数んでいるのは瓢箇所に現れるという意昧であるが，二
　縮所にしか現れないという意味ではない。訳語は仮のものであって必ずしもその文脈に即した意味になっているとはかぎらな
　い。園有名詞はその一部だけを記したものもある。訳語は語韓の意味だけ記してある。接辞には次のようなものがある。・a．
　－wa，－ua「である」，－an。，－w－ano分離副動詞，・da「も～ない」，・de，・dE与f立格，　dza奪格，・Cizam－ba過去形（形動葺；肝助；；・il），
　－dz’i結合嗣動詞，－dzgin形動詞現在，・dz’ia過去形（終II：．形），・guu未来形，・gua否定形，・9ttna現在形，－1Guo続役，－la造格，
　－m現在形（終．［1二形），・ne，・nE属格，－ni再帰格，－ngge，・gE．－ge後羅冠訓，・ret・rE，・ri位格，・wa過去形く終iL形1，・YE意志彰，
　－yi，・iFである」。
　　if「rt漢婿照詞彙諜の表記を参考として掲げる。聾土漢対照詞彙』に該当する；語が記載されていない場合は至）MFの表｝；己を［　｝
　に入れて掲げる。この嫡酪表記については角遵（印構中〉を参照鮎
鯵　SdaG「徴候」の藏前で「良い」の誹末のnが常に脱落しているo
｛靱　語幹宋のieef一が晃かけ上は短偲：帝であってもw・anoというwで始まる分離測動詞の異形態が添撫しているのは，議幹末鐘
　音が完全には短母齋になっていないことを示している。他1こも，ndEra・w・ano　252，255「寝る」，　so・W・繊o員三6「になる」，
　xa・w・ano　1313「1堤じるj，　u－sv－aano　2101「飲む」のような例がある。
（M｝1496の訳にはneun・k6pfiger　Yakとある。他の箇勝では樹有名詞として扱われている。
㈱　nで終わっている語にnで始まる接辞が添糠すると，nが一つ脱落する。
　　　　　　　PttrGaan　203　　　　　　　　　1）urGa．nE　167　　　　　　　　　pu言・ghan　　　　　　　　　　　　　｛t、
　　　　　　　fft1An　546　　　　　　　　　　　　fA－nE　542，549　　　　　　　　fa／on　　　　　　　　　　　　　　　　　f｛三
　　　　　　　ffs’Clz’Un　250　　　　　ffs’dz’if・ne　450　　　　脚正ミ　　　　　　　　嬢
　なおMostaert　et　de　Smedt（｝930：969§49＞，　de　Smedt　et　Mostaert（196・1：墨5§7，29§17）簿を参難、、
（16｝　詳細は角道（印騰嘩）を参照th
（矯　u。あるいはooという交赫形を持たないoは非常に少ない。　moS－dzam－ba郵meS－dz’iwa　6（｝9「読む」，　ll（＞XUt’133「］1：　j，
　noyon　651，　756，　g61　ド窟吏」，　roG－dll　158，　248，　326，　566　「｛｝糧，　プi　li・j｝　」，　Sclod　28，　903，　906　1’　il’；i葺也　　（匿也名）」，　Scl⑪r（〉－i雀駐　50
　SCio1・（）・nlS　5Lt，　Sdgroo・ne　86「rξ・あ　to垂（｝ue一虚鍔d82綱（諏巳・w議3胆も磁3ue鎚玉，簿ア「頭ふ　xonl　134，漉ア，7・1・9，3瀦，｛27，9・9・9．
　E）5，1『羊」，x頒11　S2ア　850，8簿，8髄，904，腿6　x｛＞r｛ni　gS（｝，　R．81ド宴会」。次の語は大部分（》として騰飢再論ざ，蜜れにo賎外
　σ）母沓を持っている謙である。縫uA圧｝d（》G　・n　t，ユ23，　duAngQG　l29，62S，746，（沁A離oG－da　996（：k・）してdu薫勲嶽〔3＄2ξ｝「嚢：事i，
48
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　　doltion　543，601，　doluone　6王0，　doluon　834，891　dolu　dure（Cioluon　udし裏re）827に婦してdooluCiur　921ぎ’七」，　mori　101，11玉，132，
　　62茎，　7i4，　743，　943，　954，　989，　993，　io29，　ヱ666‘こ文i∫’し’（moori－waヱ666　「累葛」
⑱　dz’，s’以外にnのi繭：後にも現れる。　nludur88「・fr　El　d，　n2ulaS・Ciz「ia959「命を奪う」Q
⑲　g，Gの前で語幹末のnはIlgになるQ　kAn　1567　kAng・戚88「誰」，　Guran　I74　Gurang－Gang．1696「三」のような例がある。
⑳　tlはb，　n，　gの藏後に現れ，　ouはb，　w，　t，　d，　hの葭後に現れる。　bを除くと両潜は灘傭｝分窟を成す。
｛21）I！．との交赫形を持たないeは非常に少ない。semruktto　332，335，338，451，455，459「勝」，　Senal・gu　2407，2421，2439，
　　2441「悲しむ」。次の議は大部分eという母・”t’：を持っているが，ごくまれにEという．羅籍を持っている語である。kude・na　470，
　　471，2202に鰐してkudE　l929「家」，　tawen　301，305，309，316，324，494，1802に対してtaw　F．n　320「五」。
鋤　ouは一．．．一度Lか現れないc，　ouとuoとが交暫するのは「今」の一例しかない。なお泳（纈を参照。
ce3｝　　　『二韮二渉峯粟才員景言；毒嚢延護　ξこよるQ
幽　『二lz漢対照；｛｝司魚にはgeril　4）み，「：1：族語簡濫dこは［c；ere］のみ，　DMFにはgeriのみが寵載されている。『士族
　　語詞彙謡にはgere〈形〉，　gers1〈名〉と爾方が記ll；比されている。　GRには両方が現れるが，どちらも後にroG－
　　cle／Eヂ側に」という語を梓っているので，一一方が形霧詞，他方が名詞というように理解することはできない。
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